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２） 川上ダム直近大活断層の存在は長期に渡って「隠蔽」してきた。 

 私が調査してきて、初めて委員会へ意見書を書き指摘したのは、‘０３/１１/２９の事であ

る。この後も水資源開発公団は否定（最初の頃は無視・ダンマリ）し続けて来たのであった。

その後、情報公開を進め、現地調査を進め、何度も「地質調査報告書の証明データ」を添え

て、意見書を出したり、意見発表もして来たのであるが、ようやく第８０回委員会で正式に審

議として取り上げて貰ったのである。（委員会意見書ＮＯ．６６１、ＮＯ．６７６、ＮＯ．１０６０、

ＮＯ．１０７４などを参照） 

 

３） 「ダムの水質予測」のペテン 

 既設の「比奈知ダム」を「類似ダム」と見立て、相関関係が在るかのような説明で「将来水

質予測」を企てて来た。しかし、川上ダムと比奈知ダムには大きな違いがある。後者の上流

部は室生火山帯と言う集水域の地質からくる原水質の違いであり、比奈知の上流域は弱

酸性であり、プランクトンが少なく魚類も少なく、オオサンショウウオも棲息していないのであ

る。このような下流のダムを恣意的に「類似ダム」に選んだ意図は、川上ダムの「将来水質

予測」を、良好に見せかけようとの狙いであったとしか考えられないのである。（ＮＯ．７０２

参照） 

 

４） 「大内観測所」の大欠陥データ 

 昭和３１年から５０年までの「大内」の流量観測は実際には存在せず、島ヶ原観測所の水

位、後には実測流量観測データとの流域面積比に単純に置き換えただけのデータであった。

その他、立地上も流況が正しく把握しづらい観測地点である。尚これに絡んで、森井堰が

久米井堰頭首工と協働で「守田土地改良区」をかんがい受益地にしていたことを隠し続け

ていたのであった。（ＮＯ．９６５、ＮＯ．９９７、ＮＯ．１００７、ＮＯ．１０３２、ＮＯ．１０５４参照） 

 

５） 「川上ダム高水検討」に関する偽造 

 「川上ダム治水利水計画検討調査報告書（治水計画編）平成３年３月 水資源開発公団 

川上ダム調査所」  「木津川上流高水検討資料（流域平均雨量）」 

以上の資料は「実績雨量の捏造、流域平均雨量の改竄」の見本そのものである。（ＮＯ．７

０２参照） 

 

６） 補足資料―１ 岩倉峡の水位―流量曲線 

 これが第７１回委員会に発表されたのは、平成２０年１月２９日であった。何度も『その詳し

い相関関係等の説明資料』を要求してきたが、一向に要領得ない回答で今日までマトモな

回答が出ないままである。３，１００ｍ3/Ｓの流下能力として来たが、最近の調査「基本方針

の為の木津川上流河道調査」の結果（岩倉峡３、８５０ｍ3/Ｓ以上の流下能力）を入手した

ので、現在詳細検討中であるが、7 月委員会に向けて分析した意見書を纏めようと思う。 

 

 以上、詳細は夫々の意見書を参照の上、ご理解頂きたいが、木津川上流だけでもまだま

だ存在する「説明疑惑の闇」がひろがっている。委員会は厳密な審議を徹底して行う必要

があろう。流域住民の調査・研究について、軽視・無視を止めて頂きたい。 

 


